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８）オピオイド鎮痛薬以外の治療を優先すること
を考慮すべき痛み

　がんの治療に伴う痛みには、（１）手術、（２）化学療法、（３）放

射線療法が原因となる痛み、（４）合併する疾患に伴う痛みなどが

あり、それぞれの痛みの原因にあった治療を行う。オピオイド鎮

痛薬以外の治療が優先される場合がある。

（１）周術期の痛み

○　手術直後は持続硬膜外ブロックで対処される場合がある｡

○　手術後数ヶ月以上を経過しても持続する慢性疼痛には難治

性で開胸手術後､ 乳房切除後の痛みなどがある｡

○　手術創の異常感覚、感覚鈍麻やアロディニア注）を伴い、

鎮痛薬が効きにくい場合には、鎮痛補助薬（抗うつ薬､ 抗け

いれん薬､ 抗不整脈薬など）が投与されることがある。

注）触れるだけでも痛みを感じる状態。

（２）化学療法に伴う痛み

○　四肢末端に対称性の痛みやしびれを生じる場合は、鎮痛補

助薬が投与されることがある。

○　口内炎が口腔内の痛みの原因となる場合は口腔ケアを考慮

する。
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3．医療用麻薬の使用方法

（３）放射線療法に伴う痛み

○　次の痛みの場合、通常、局所治療が行われる。

・　放射線皮膚炎に伴う表在性のひりひりとした痛み。

・　口内炎、胸部の照射により食道粘膜の損傷による痛み。

（４）合併する疾患に伴う痛み

○　皮膚疾患に伴う痛み、帯状疱疹、褥創による痛みには、痛

みの部位の視診を考慮する｡

○　痛みの訴えのみでオピオイド鎮痛薬の投与や増量は行わな

いよう留意する。

○　原因治療､ 局所治療を優先することを考慮する。

○　帯状疱疹後痛（postherpetic neuralgia）や有痛性糖尿病

性神経障害（painful diabetic neuropathy）には鎮痛補助

薬（鎮痛の効果はないが痛みの要因の改善に用いられる）が

投与されることがある。

○　合併する疾患の治療の詳細については専門科への相談など

を考慮する。

○　併存する疾患に対して適切な対処や治療を行っても激しい

疼痛が残存している場合には、オピオイド鎮痛薬の使用が考

慮される場合がある。


